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　来年 2007 年は、1957 年に開業した国鉄根北線（斜里～越川
間 12.8km）の開業 50 周年にあたります。根北線は 1970 年に
廃止され、営業年数わずか13年という短い期間に終わりました。
　根北線の路線跡は、きちんと区切られた殖民区画を斜めに横切っ
ていたため、大部分は農地に復しました。間もなく廃止後 36 年が
過ぎようとする現在、ほとんどその痕跡をとどめていません。
　しかし、土地の境界であった防風林に、根北線の面影を見ること
ができます。一つは防風林の区切り目（図 1）に、もう一つは防風
林の中に路盤が残っています（図 2）。
　廃止後もその痕跡をわずかに残す根北線。多くの人や物を運び
列車を支えた道床は、防風林の中にひっそりとたたずみ、先人の労
苦の歴史を物語っています。(宮内盛一）

図1 防風林の切れ目に残る根北線の路線跡。上の地図
のＡ地点（西二線八号）より矢印の方向をみたのが下の
写真です。防風林の切れ目が根北線の路線跡。西三線
七号までまっすぐ見渡すことができます。

３回にわたって続いた検索表づくりもいよいよ最終回、今回はこれ
までの内容をまとめて絵とき検索表を作成しました。（内田暁友）
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図2 防風林の中に残る根北線の路線跡。西一線と西二線の間の防風林
で、八号から九号にかけて、防風林の境界が区切られているところです。


